
第２回地球温暖化対策研究推進委員会（結果概要） 

 

１ 日 時：平成 20 年 2月 25 日（月）13 時 30 分～15 時 30 分 

 

２ 場 所：農林水産技術会議委員室 

 

３ 出席者：別紙のとおり 

 

４ 概 要： 

（１）佐藤委員から資料 1について、飯山委員から資料 2 について、

事務局から資料 3について説明があった。 

（２）出席者からの主な発言は以下のとおり。 

・地球温暖化による森林・農地・漁場を含めた海洋・陸域にお

ける生態系の変動が農林水産業に影響を及ぼすことを認識し

て、農林水産業の相互性や LCA(ライフサイクルアセスメン

ト)を考慮した総合的な温暖化研究の取り組みが必要。 

・これまでの温暖化影響予測研究は時間軸がバラバラであり、

研究成果を発信していく際に時間軸を合わせることが必要。 

・多くの地球温暖化対策の要素研究の成果を体系的に取りまと

め、地球温暖化研究の全体像を判りやすく社会に示していく

ことが重要。 

・国際機関と連携した温暖化研究の推進が必要であり、このた

めには資金的支援のみならず人的貢献を検討していくことが

重要。 

・開発途上国と国際共同研究を推進する上で、開発途上国側の

研究者を育成するなど組織や人材の能力開発が重要。 

・IPCC 等の国際的な議論において日本の研究者がどの様に貢献

しているかについて、研究成果の海外への発信のあり方も含

め、戦略的な検討が必要。 

・本委員会での検討内容を総合科学技術会議に情報提供し、関

係省が連携した研究計画を作成するなど、農林水産省がこの

分野の研究を率先して進めていくことが重要。 



（別紙） 

 

第２回 地球温暖化対策研究推進委員会 出席者リスト 
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